
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス
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P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

百島 メルト（ももしま・めると）

キュマイラ
ウロボロス
エグザイル

何でも屋

ひみつ❤(※20代前半)

感染

兄弟

飢餓

無限回廊

女子高生

女子！！！
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情報屋

4
1
2
1

1
0
0
0

0
0
0
0

5
1
2
1

32
4
4
9
18

1
1 1 2 12

噂話
裏社会

1
1

セットアップ
100↑

　　
白兵

0
10r+1 12

侵蝕+12　ワイルドグロース+完全獣化+覇王甲

0

0 0

異形（フリークス）
迅火埜 玄慧

“情報屋”兼“仲介人” フランチェスカ
幸福感
幸福感

同情
不安

思い出の一品
ブランケット

メモリー：おにーちゃん
デモンズシード

覇王甲
コネ：相棒

4 2

ワーディング

リザレクト

コンセ：エグザイル

伸縮腕

聖痕

異形の祭典

神獣撃

破壊の爪

異形の捕食者

ワイルドグロース

完全獣化

崩れずの群れ

巨獣の爪牙

★

0

2

2

2

1

2

1

3

1

2

1

1

★
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2

2

0

3

2

3

7

3

6

2

2d10

オート

気絶時

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

マイナー

オート

セットアップ

マイナー

オート

オート

視界

-

視界

シーン

自身

自動

自動

-

↓100

D

80

120、飢餓

リミット

120

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

C値-lv(下限7)

射程視界化。判定ー[3-lv](最大0)

組み合わせた侵蝕値-[lv+2](最低1)。HP5点失う。シナリオ3回。

対象を[lv+1]体に変更。シーン1回。

攻撃力+[LV+2]D。完全獣化解除

素手変更。攻撃力：[lv×2+8]

ダメージを[lv+2]D軽減。軽減した分シーン中攻撃力＋。デモンズシード適用

完全獣化と組み合わせ可能

シーン中【肉体】ダイス+[lv+2]。アイテム使用不可。

カバーリング。

素手2回攻撃。シナリオ1回。

めも：変異暴走　判定-5D

女子高生の恰好をした女性。年齢は二十歳を超えているが、童顔なので女子高生だと主張しても誤魔化せなくもない範囲。
なぜ女子高生の恰好をしているかというと、
「ん？　シュミだよー♪　あとねぇ、このかっこだと街中に溶け込めるから、かナ。
　夜とか出歩くと補導されちゃうコトもあるんだケドねっ！！」
とのこと。

「百島メルト」は偽名で、本名は「百島藍璃（ももしま・あいり）」。
復讐代行業をする際のHNのようなもの。

5年ほど前に、仲の良かった兄が突然失踪した。
その行方を追っていくと、兄がなんらかの陰謀に巻き込まれて殺されたことを知った。
兄の友人でもあった“情報屋”フランチェスカの協力で、兄を謀殺した相手を執念深く探し出し、追い詰め、幼い頃から秘めていた異能の力を使って殺した。
それ以降、復讐の虜になった彼女は、フランチェスカの協力の下、復讐代行稼業に勤しんでいる。
「メルト（瑪瑠斗）」は兄の名前。最初の仇討ちの際に、復讐相手に『理解させ（わからせ）る』ために名乗った名前だった。
復讐代行稼業の際にはこちらの名前を使っている。

オーヴァードに覚醒したのは幼い頃だったが、当時はあまり自覚はなかった。
傷の治りが早い、爪や髪が伸びるのが早い、嗅覚が鋭い、など。
小学生の頃、身体と共に能力も成長し、ドアノブをねじ切ったことがある。
不良品？経年劣化？とその時は周囲が首を傾げた程度だったが、その時に「このチカラは隠しておくべきだな」と自覚を得た。
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